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教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
教
育
支
援
課

に
な
っ
て
丸
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、｢

教
師
力
向
上
サ
ポ
ー
ト
ブ

ッ
ク｣

に
よ
る
研
修
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
出

前
研
修
、
Ｕ-

８
事
業
、
相
談
支
援
フ

ァ
イ
ル
の
作
成
な
ど
、
教
育
セ
ン
タ
ー

時
代
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
事
業
を

数
多
く
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
始

め
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
種
会

議
や
調
査
な
ど
、
そ
れ
ま
で
実
施
し
て

き
た
こ
と
を
見
直
し
、
そ
れ
ら
を
中
止

し
た
り
回
数
を
減
ら
し
た
り
し
て
き

ま
し
た
。
何
か
を
始
め
る
と
き
に
は
そ

の
か
わ
り
に
そ
れ
ま
で
の
何
か
を
や

め
た
り
、
減
ら
し
た
り
、
変
え
た
り
（
替

え
た
り
）
し
な
く
て
は
、
ど
ん
ど
ん
業

務
が
増
大
し
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
や
め
る 

へ
ら
す 

か
え
る
」
に
は

コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
め
は
そ
の
事

業
や
会
議
の
ね
ら
い
が
何
で
あ
る
か

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
あ
る
事
業

で
は
会
議
と
文
書
報
告
を
な
く
し
、
研

修
事
業
だ
け
残
す
こ
と
に
変
更
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
の
ね

ら
い
は
達
成
し
、
委
員
の
負
担
も
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

二
つ
め
は
仕
事
の
優
先
順
位
を
考

え
る
こ
と
で
す
。
出
前
研
修
や
訪
問
支

援
は
重
要
な
業
務
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は

最
優
先
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
分
、
文
書
報
告
を
減
ら
す
な
ど
効
率

的
な
事
務
処
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
何
を
大
切
に
す
る
か
と
い
う
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

三
つ
め
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
す
。
共

有
フ
ォ
ル
ダ
や
メ
ー
ル
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
手
間
を
取
ら
ず
確
実
に
情
報

交
換
や
確
認
が
で
き
ま
す
。
課
内
会
議

や
研
修
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
電
子
黒

板
を
使
う
こ
と
で
、
紙
だ
け
で
な
く
、

時
間
の
節
約
も
で
き
ま
す
。 

従
来
行
っ
て
き
た
も
の
を
改
革
す

る
に
は
決
断
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

教
育
課
題
が
山
積
す
る
中
、
教
師
の
多

忙
化
解
消
と
子
ど
も
と
向
き
合
う
時

間
の
確
保
を
考
え
れ
ば
、
今
こ
そ
改
革

の
時
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

教
育
支
援
課
事
務
室
の
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
貼
っ
て
あ
る
「
や
め
る 

へ

ら
す 

か
え
る
」
の
文
字
を
見
な
が

ら
、
考
え
る
こ
の
頃
で
す
。 

「
や
め
る 

へ
ら
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か
え
る
」 
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 教育支援課 研修・研究グループより 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年も「教師力向上サポートブック」を使った自己研修のスタートです！ 
 
 
 
 自分を知る 

～自己分析なくして目標は語れない～ 
今年の自分は「何をめざすか？」を決めるのは，自分と向き

合った自分自身の気づきです。自己分析なしに目標や計画は立

てられません。まずは「教師力自己・相互研鑚」（サポートブ

ック資料№１，２）を使って自己分析をします。 

一学期もまもなく半ばを迎え，学校園の活動が軌道に乗り始めるころです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年も教師力向上サポートブックを使った自己研修をスタートさせましょう! 

みんなでやる 
～自己分析のための３０分を確保する～ 

自己分析の時間を３０分と決めて，集中してやることがポイン

ト！校園内研修会や職員会議の中で，思い切って３０分を確保し

ます。個人の分析ですが，職員全員で一緒にやることがポイント。

分析の交流ができれば，より有効ですね。 

忙しい日常の中で，自分たちのため

の３０分を確保することが，研修担当

者の「段取り力」の見せどころ！ 

みんなで一緒に取り組むことが重

要です。 

けんしゅうくん

Yokkaichi city Education Center 

 昨年度のサポートブックの取組につい

て，全校園の評価をまとめました。四日市

市の学校園における研修の特長が表れて

います。評価の高かった項目は以下のとお

りです。 
 

 ③目的意識を持って研修にのぞんだ 

 ⑦職場の仲間同士で研修を深め合った 

 

 自己分析は研修の「目的意識」を明確に

します。また，同僚とともに進めることで

研修効果が深まります。 

研修活性化のキーワードは「自分を知る」「みんなでやる」 

H21 教師力向上サポートブック総合評価(４段階）

2.9

2.9

3.2

3.1

3.0

①正確な自己分析ができたか

②自己分析結果を基に，適切な個人目標の設定ができたか

③目的意識を持って研修にのぞめたか

④目標設定してのぞんだ研修は，課題解決に役立ったか

⑩　次年度の目標等，具体的な展望が持てたか

2.9

3.1

3.2

2.8

2.9

⑤研修で得た知識や技能を，実践で活用できたか

⑥研修担当者や管理職から助言・支援を受けたか

⑦職場の仲間同士で研修を深め合ったか

⑧校内研と校外研を関連させて，研修を推進できたか

⑨自身の変化等について，具体的に振り返ることができたか



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆個人目標の「学校運営等」って…？ 
教科指導以外の部分で考えます。校務分掌や校園内での自分の立場（○○委員会担当，ミドルリーダー等）を念頭に設

定しましょう。基礎育成期であれば，学校運営＝学級経営としてもよいですね。 

例）・子どもの活動が見える，特別支援教育の視点を取り入れた教室環境づくり（基礎育成期） 

  ・あいさつと言葉づかいを大切にした生徒指導（深化･成熟期，生指担当） 

  ・学年団（教師）と子ども，家庭，地域を結び付ける情報発信をする（発展･充実期） 

  ・小学校の指導のエッセンスを自校（中学校）で生かす，広める（円熟期，学びの一体化担当） 

◆研修計画って何を書けばいい？ 
 目標達成に必要なことを，より具体化し

ます。（回数，名称，数値などを明確に！） 

例えば… 

 ・研修講座 S○○○に参加 

 ・○○先生の△△の授業を参観（学期◆

回以上） 

 ・校内○○委員会で△△について◆回以

上提案 

 ・○○についての通信を，月２回発行 

 ・学年の若手先生の授業を月１回以上参

観してアドバイスをする 

 

一年間の中で「何に取り組むのか」「どう取

り組むのか」を記入しましょう。 

「個人年間研修計画と評価」シートをつくる 
～記入例の青い部分を記入します～ 

自己分析をもとに，「個人年間研修計画と評価」シートをつくります。記入例（下図）を参考に，

青い部分を記入しましょう。目標はより具体的に！ 

 
 
 

教育支援課 特別支援教育・相談グループより 

 
１ 地域特別支援教育コーディネーターの紹介  

 
 Ａブロック 

Ｂブロック 

Ｃブロック 

羽津小 杉本恵里子 先生 

常磐小 伊藤二三郎 先生 

泊山小 近田充 先生 

桜中    平野雅也 先生 

西笹川中 小林正美 先生 

南中    佐藤英子 先生 

 
 
 そうだんちゃん

 
 今年度は小学校 3 名，中学校 3 名の地域特別支援教育コーディネーターが活動しています。 

 活動日が週１日（原則木曜日）となったため，学校訪問回数は昨年度よりも減少します。

訪問要請に際しては，校内委員会等で事前によく協議し，対象とする子どもを絞り込むなど

の工夫をお願いします。 
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２ 相談支援ファイルの導入が進んでいます！  
 

P4 教育センターニュース No.２ （５月１９日発行） 

 四日市市教育委員会では，早期からの途切れのない支援を実現

するためのツールとして，関係諸機関とも連携しながら，相談支

援ファイルの有効活用を図っています。市内の幼稚園，小学校，

中学校では 503 冊の相談支援ファイル（平成 22年 4 月 23 日現在）

が活用され，その後も着々と新規の作成が進んでいます。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

特別支援教育の実践研究をします 

Yokkaichi city Education Center 

（国）自閉症に対応した教育課程の在り方に関する調査研究実践校 ～２年次～ 

西日野にじ学園・四郷小学校・笹川中学校 

（県）特別支援教育総合推進事業実践研究指定校 ～２年次～ 

三重西小学校 

３ 

子どもの状況に合わせた運用を！ 

 【プロフィール表】 
１ 個別の教育支援計画に基づく特別支援を行っている場合（特別支援学級等） 

  ・個別の教育支援計画（No.1～No.5）の写しを綴じ込む。 
  ・目標や手立て，達成状況などを，家庭訪問や学期末の懇談時に保護者に説明する。 
 ２ 情報共有ファイルとして活用している場合（通常学級等） 
  ・ファイル作成時に No.1 は保護者に記入してもらう。 
  ・必要に応じて，保護者と協力して No.2，No.3 を作成する。 
 
 【レポートファイル】 

  ・家庭での様子や関係機関で聞いてきたことは保護者が記入する。 
  ・園や学校での様子を教師が記入する場合は，保護者の了解を得ること。 

（保護者に説明しながら記入してもよい） 
 
 【その他】 

  ・その他，支援に役立つ情報を綴じ込む。（保護者の同意を得ること） 
・ 同意書がない場合は整えておく。 
・ 来年度から，進学先等へのファイル引継は保護者が行う。 
・ 相談支援ファイル台帳を作成し，運用の状況を把握する。 


